
業
に
向
け
大
き
く
歩
み
始
め
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
平
井
校
長
が
着
任
時
か
ら
学

校
改
革
の
大
き
な
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
た

の
が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
要
で
あ
る
「
個
別

最
適
化
学
習
」
の
浸
透
だ
っ
た
。

　

「
今
ま
で
の
日
本
の
教
育
は
対
面
授
業
が

基
本
で
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
型

教
育
に
な
り
や
す
く
、
で
き
る
生
徒
は
で
き

る
、
で
き
な
い
生
徒
は
で
き
な
い
と
い
う
二

極
化
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
教
師
が
1

対
複
数
の
授
業
を
す
る
だ
け
で
は
こ
の
状
況

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
、
生
徒
が
放
課
後
や
自

宅
で
も
個
々
の
進
捗
状
況
に
応
じ
た
学
習
が

で
き
る
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
教
育
環
境
を

つ
く
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
早
い

段
階
で
I
C
T
教
育
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

A
I
を
導
入
し
た
I
C
T
教
材
が
次
々
と

活
用
さ
れ
、
I
C
T
教
育
に
よ
る
「
個
別
最

適
化
学
習
」
は
よ
り
高
度
化
し
て
い
る
。

全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
持
た
せ

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

（
個
別
最
適
化
学
習
）
を
推
進

　

「
何
よ
り
も
生
徒
の
安
心
と
安
全
を
最
優

先
と
し
つ
つ
、
将
来
の
夢
の
実
現
に
向
け
た

学
習
計
画
を
一
人
ひ
と
り
が
実
行
で
き
る
よ

う
に
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
創
意
工
夫

を
重
ね
て
き
ま
し
た
」
と
平
井
正
朗
校
長
は

3
月
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
を
振
り
返
っ
た
。
3

月
2
日
（
月
）
か
ら
一
斉
休
校
と
な
り
、
担

任
教
員
が
電
話
や
メ
ー
ル
に
よ
る
細
か
な
指

導
を
実
施
し
て
生
徒
の
自
主
学
習
を
支
え
て

き
た
が
、
5
月
11
日
（
月
）
の
分
散
登
校
と

同
時
に
Z
o
o
m
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

平
井
校
長
が
陣
頭
指
揮
を
執
っ
て

2
0
1
8
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
学
校
改
革
に

よ
り
、
加
速
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
デ
ジ
タ

ル
化
に
対
応
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
I
C
T
教
育
は
す
で
に
授

業
の
日
常
と
な
っ
て
い
た
同
校
。
全
校
生
徒

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
1
人
1
台
配
布
し
て
い
た

こ
と
が
こ
の
期
に
大
い
に
役
立
っ
た
と
い
う
。

環
境
整
備
が
進
み
、「
対
話
授
業
と
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
」
の
融
合
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
授

『
超
進
学
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
編
成
し

生
徒
の
可
能
性
を
引
き
出
す

　

I
C
T
教
育
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
？　

同
校
で
は
、
英
・
数
・
理
・

社
・
国
の
5
教
科
の
教
師
に
よ
る
企
画
・
立

案
を
実
践
す
る
取
り
組
み
「
超
進
学
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
動
し
て
い
た
。
そ
れ
は
経
済

産
業
省
「
未
来
の
教
室
」
の
実
証
授
業
へ
の
参

画
を
含
め
た
I
C
T
教
育
を
活
発
化
し
、
生

徒
の
課
外
活
動
も
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

担
当
科
主
任
に
現
状
を
伺
っ
た
。

●
英
語
科
主
任　

東
野

佳
敏

先
生

（
2
0
2
0
年
度
よ
り
中
高
全
学
年
に
「
ス

タ
デ
ィ
サ
プ
リE

n
g
lish

」
を
導
入
）

　

自
学
自
習
の
教
材

と
し
て
導
入
し
て
い

ま
す
が
、
す
ぐ
に
結

果
が
出
る
と
期
待
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
す
き
間
時
間

を
利
用
し
て
英
語
に

触
れ
る
機
会
を
増
や

し
、
根
気
強
く
使
い
続
け
た
結
果
、
い
つ
の
間

に
か
英
語
の
語
彙
が
増
え
、
そ
れ
が
会
話
で
活

か
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
普
段
の
授
業
で
も
す
べ
て

の
学
年
・
ク
ラ
ス
に
最
低
１
時
限
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ピ
ー
カ
ー
が
入
り
、「
聞
く
力
」「
話
す
力
」

の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
放
課
後
に
は

「E
n
g
lish

 R
oom

」
を
開
室
し
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
英
作
文
の
添
削
・
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
希
望
者
へ
の
支
援
の
ほ
か
、

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

●
数
学
科
主
任　

和
田

直
也

先
生

（
2
0
1
9
年
1
月
か
ら
中
1
・
2
年
に
、

2
0
2
0
年
度
よ
り
中
高
全
学
年
に
「
キ
ュ

ビ
ナ
」
を
導
入
）

　

慣
れ
る
の
に
精

一
杯
だ
っ
た
生
徒

も
、
今
で
は
ゲ
ー

ム
感
覚
で
楽
し
く

取
り
組
み
、「Q

ubena

（
キ
ュ
ビ
ナ
）
し
ま

せ
ん
か
？
」
と
授

業
中
に
生
徒
の
方

か
ら
催
促
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。
A
I
が
瞬
時

に
自
動
採
点
・
誤
答
分
析
を
行
い
、
生
徒
個

人
に
あ
っ
た
難
易
度
の
問
題
を
出
題
し
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
正
答
率
も
示
し
て
く
れ
る

の
で
、
授
業
内
で
定
着
度
の
低
い
生
徒
へ
の

直
接
指
導
も
す
ぐ
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
こ
のQ

u
b
en

a

を
使
っ
て
楽
し

く
積
極
的
に
取
り
組
み
学
習
効
果
を
上
げ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
数
学
好
き
の

生
徒
が
放
課
後
に
集
ま
る
「
数
楽
研
究
会
」

で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ブ
ロ
グ
や

自
作
の
問
題
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
に
は
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
挑
戦

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

●
理
科
主
任　

竹
内

一
哉

先
生

（
2
0
2
0
年
度
10

月
よ
り
中
1
・
2

年
生
に
「
デ
キ
タ

ス
」
を
導
入
）

　

一
見
不
条
理
に

見
え
て
も
よ
く
考

え
る
と
理
に
か
な

っ
て
い
る
、
と
い
う
自
然
科
学
そ
の
も
の
の

面
白
さ
を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
I
C
T
教
材
を
活
用

し
て
い
き
た
い
。
対
面
し
て
実
験
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
が
続
く
な
か
、
デ
キ
タ

ス
の
実
験
動
画
を
活
用
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
授

業
を
進
行
し
て
い
ま
す
。
生
徒
が
自
分
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
実
験
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
ま
た
、
A
I
が

生
徒
の
学
習
到
達
度
を
自
動
採
点
し
て
く
れ

る
の
で
、
教
師
の
感
覚
だ
け
で
な
く
多
面
的

に
把
握
し
、
効
率
よ
く
個
別
最
適
化
学
習
に

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
社
会
科
主
任　

浦
上

貴
之

先
生

（
2
0
2
0
年
10
月
か
ら
中
1
・
2
年
生
に

「
デ
キ
タ
ス
」
を
導
入
）　

デ
キ
タ
ス
は
予
習

教
材
と
し
て
活
用
し
、

ま
た
授
業
の
ま
と
め

で
も
、
問
題
演
習
の

機
能
を
使
っ
て
、
学

習
内
容
の
確
認
・

定
着
を
は
か
っ
て
い

き
ま
す
。
グ
ル
ー
プ

で
の
討
論
・
発
表
の
機
会
も
設
け
、
調
べ
た
こ

と
な
ど
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
ま

と
め
て
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
好
奇
心
を

持
っ
て
学
ぶ
こ
と
、
表
現
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

歴
史
能
力
検
定
、
世
界
遺
産
検
定
、
観
光
甲

子
園
、
地
理
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
挑
戦
す
る

生
徒
た
ち
の
集
ま
る
「
社
会
の
探
究
教
室
」

も
、
今
後
ま
す
ま
す
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

●
国
語
科
主
任　

前

富
子

先
生

（
高
3
生
の
希
望
者
に
「
学
研
小
論
文
講
座
」

を
導
入
）

　

学
研
の
講
座
導

入
で
コ
ロ
ナ
禍
に

も
小
論
文
の
学
習

が
遅
れ
な
い
こ
と

に
安
心
感
を
覚
え

ま
し
た
。（
講
座
）

内
容
は
小
論
文
の

基
本
や
学
問
分
野

別
出
題
テ
ー
マ
の
対
策
や
演
習
を
行
う
も
の
。

専
門
的
な
知
識
の
獲
得
だ
け
で
な
く
、
発
想

力
や
個
性
を
伸
ば
す
こ
と
を
大
切
に
し
た
指

導
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
対
面
の
小
論
文
指

導
も
過
去
問
添
削
を
中
心
に
個
別
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の
効
果
も
確

認
し
て
い
き
た
い
で
す
。「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
」
で
は
、
昨
年
西
日
本
大
会
で
準
優
勝
し

た
高
3
生
、
全
国
で
ベ
ス
ト
8
に
入
賞
し
た

高
2
生
が
今
年
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

いちばん大切なことを知りたい…　あなたの生徒にもぜひ読んでいただきたい… 学 校 散 策

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
学
校
文
化
を
創
造

「
対
話
と
オ
ン
ラ
イ
ン
」の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
授
業
へ
の
転
換

初
芝
富
田
林
中
学
校
・

　
　
　
　
　
　
高
等
学
校

初
芝
富
田
林
中
学
校
・

　
　
　
　
　
　
高
等
学
校

D
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T
A

■校　長

■住　所

■電　話

■交　通

■生徒数

■ＵＲＬ

　「“超”進学校化宣言」のスローガンを掲げて、2018年度よ

り学校改革を進めている初芝富田林中学校・高等学校。画一的に

有名大学への進学を目標とするのではなく、「生徒の第一志望、

興味・関心を最重要視した進学を実現させる」という進路指導の

原点に立った学校改革である。その成果は、今年の進路満足度97

％に歴然としている。さらに生徒の進路の選択肢を広げるため、

2021年度のコース編成に英語と国際教育に重点を置いた「グロ

ーバル特進探求コース」を新設。ICT教育が本格化するなか、カ

リキュラムマネージメントを行い、生徒が主役の「明るく楽しい

“超”進学校」を目指し邁進している。

平井　正朗
〒584-0058
大阪府富田林市彼方1801
0721-34-1010（代）
近鉄長野線「滝谷不動」駅、
近鉄長野線・南海高野線「河内長野」駅、
南海高野線「金剛」駅、
泉北高速鉄道線「泉ヶ丘」駅、
「和泉中央」駅など
10方面からのスクールバスあり
289名（中学校）
857名（高等学校）　合計1,146名
http://www.
hatsushiba.ed.jp/tondabayashi/
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平井 正朗  校長

全校生徒にタブレットを1人1台配布している同校では、AIを導入
したICT教材が次 と々活用されている


